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「県からのたより」は県内すべての世帯にお届けしています。（4月・6月・8月・10月・12月・2月発行）�

◎熊本県の人口（10月1日推計）1,859,859人　男 877,946人　女 981,913人�
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知りたい！県庁県庁・くまもと女性特派員女性特派員レポート� 郷づ郷づくり通信通信・来て見てだより�

特集特集2／中小企業／中小企業・ベンチャーの「ガンバル」と「やる気」を応援応援します！�特集特集1／今年／今年の県政は県政は、こんなんな1年でした�

県か県からのお知らせ� お知らせ・くまもと物語物語�知りたい！県庁・くまもと女性特派員レポート�

主な記事�

5 郷づくり通信・来て見てだより�8
特集2／中小企業・ベンチャーの「ガンバル」と「やる気」を応援します！�4特集1／今年の県政は、こんな1年でした�2
県からのお知らせ�6 お知らせ・くまもと物語�7

くに�くに�

熊本県は、有明海、八代海、天草灘に接し、多彩な漁業資源に恵まれています。�

熊本県水産研究センターの漁業調査船「ひのくに」は、最新鋭の観測機器を使って、�

水温や塩分などの調査、赤潮の調査、魚介類の調査など、�

「豊かな海づくり」のために活躍しています。�

新漁業調査船「ひのくに」竣工�新漁業調査船「ひのくに」竣工�
しゅん�しゅん�
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今
年
の
県
政
は
、こ
ん
な
一
年
で
し
た�

今
年
の
県
政
は
、こ
ん
な
一
年
で
し
た�

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と
な
っ
た
今
年
も
、は
や
十
二
月
を
迎
え
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
こ
の
一
年
は
い
か
が
で
し
た
か
。�

県
政
で
は
、「
ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
」を
は
じ
め
、「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
」や「
水
銀
国
際
会
議
」な
ど
が
開
催
さ
れ
、実
り
多
い
一
年
で
し
た
。�

特集1一
月
一
月

■
熊
本
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
Ｕ
Ｄ
）国
際
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ
Ｄ
）

を
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
県
全
体
の

運
動
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
た
め
、

国
内
外
か
ら
研

究
・
実
践
者
を
招
い

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

四
月
四
月

■
ひ
の
く
に
高
等
養
護
学
校

の
開
校

県
内
初
の
高
等
養
護
学
校

で
、
職
業
自
立
・
社
会
自
立
を

目
指
し
て
、
三
十
六
人
の
第
一

期
生
が
、
園
芸
・
工
芸
・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
・
窯
業
の
専
門
学
科
で

「
働
く
力
」
を
培
っ
て
い
ま
す
。

五
月
五
月

■
熊
本
地
方
裁
判
所
の
判
決
確
定
、ハ
ン
セ
ン
病

問
題
へ
の
取
り
組
み
が
新
た
な
展
開
に

ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し

く
理
解
し
、
偏
見
や
差

別
を
な
く
す
た
め
、
ハ

ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所

者
の
方
へ
の
意
向
調
査
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た

国
へ
の
提
案
な
ど
、
よ

り
一
層
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

七
月
七
月

■
児
童
虐
待
防
止
、Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
　

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

相
談
体
制
を
整
備
し
、
被
害
防
止
や
早
期
発
見
・

対
応
の
た
め
に
、
教
育
、
保
健
福
祉
、
警
察
、
医
療
、

行
政
な
ど
の
機
関
が
連
携
し
て
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

の
全
線
着
工
と
フ
ル
規
格
化
　

が
正
式
に
決
定

「
博
多
〜
船
小
屋
間
」
の
新

規
着
工
と
全
線
の
フ
ル
規
格
化

が
正
式
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
博
多
〜
新
八
代
間
」
は
今
後

概
ね
十
二
年
後
、「
新
八
代
〜

西
鹿
児
島
間
」
は
平
成
十
五
年

末
に
完
成
予
定
で
す
。

二
月
二
月

■
熊
本
県
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

「
二
十
一
世
紀
の
熊
本
の
礎
を
築
く
」
と
い
う
固

い
決
意
で
、
県
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

■
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）講
習
会
の
開
催

高
度
情
報
化
社
会

に
向
け
、
県
民
の
九

万
三
千
人
の
受
講
を

目
標
に
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
初

歩
ま
で
学
べ
る
講
習

会
を
来
年
三
月
ま
で

行
っ
て
い
ま
す
。

三
月
三
月

■
熊
本
県
環
境
基
本
指
針
・
熊
本
県
環
境
基
本

計
画
の
改
定

「
環
境
立
県
く
ま
も
と
」
づ
く
り
の
シ
ナ
リ
オ
と

な
る
も
の
で
、
快
適
な
環
境
を
保
全
・
創
造
す
る
た

め
の
理
念
、
目
標
、
取
り
組
み
の
方
向
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。

■
熊
本
県
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
基
本
計
画
の
策
定

豊
か
な
森
林
と
の
共
生
を
実
現
す
る
た
め
、「
森

が
守
る
」「
森
を
活
か
す
」「
森
と
親
し
む
」
の
視
点

で
施
策
方
向
を
示
し
た
、
今
後
十
年
間
の
森
林
・
林

業
・
木
材
産
業
の
基
本
指
針
と
な
り
ま
す
。

■
熊
本
県
農
業
計
画「
チ
ャ
レ
ン
ジ
21
く
ま
も
と
」

の
策
定

環
境
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
農
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、「
ひ
と
づ
く
り
」「
も
の
づ
く
り
」「
む
ら

づ
く
り
」「
共
生
関
係
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
、
今

後
十
年
間
の
農
業
・
農
村
の
施
策
方
向
を
示
し
た
農

政
の
基
本
指
針
と
な
り
ま
す
。

■
県
農
産
物
等
販
売
情
報
拠
点
ス
タ
ー
ト

東
大
阪
市
の
ス
ー
パ

ー
「
万
代
」
渋
川
店
に

「
く
ま
も
と
村
」
を
オ

ー
プ
ン
し
、
県
産
の
農

産
物
な
ど
の
販
売
・
P

R
や
情
報
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

十
一
月
に
は
東
京
の
ス

ー
パ
ー
「
マ
ル
エ
ツ
」

西
葛
西
店
で
も
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

■
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
暫
定
的
発
動
と
い
ぐ
さ
産
地

の
強
化
対
策

畳
表
・
ね
ぎ
・
生
し
い
た
け

の
輸
入
が
急
増
し
、
セ
ー
フ

ガ
ー
ド
が
暫
定
的
に
発
動
さ

れ
ま
し
た
。
特
産
の
畳
表
に

つ
い
て
は
、
優
良
品
種
「
ひ

の
み
ど
り
」
の
普
及
と
県
産

畳
表
「
ひ
の
さ
ら
さ
」
の
生
産

拡
大
を
柱
に
、
国
際
競
争
力

の
あ
る
い
ぐ
さ
産
地
の
再
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
と
県
政
に
係
る
意
見
提
出

手
続（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）の
ス
タ
ー
ト

県
行
政
の
成
果
を
客
観
的
に
評
価
し
、
そ
の
結
果

を
施
策
や
事
業
の
改
善
、
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
政

策
評
価
シ
ス
テ
ム
と
、
県
民
生
活
に
関
係
の
深
い
計

画
や
条
例
な
ど
を
策
定
す
る
際
に
、
案
の
段
階
で
県

民
の
意
見
を
求
め
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

好評のIT講習会

ユニバーサルデザインの校舎

「くまもと村」
オープニング
セレモニー

県庁で行われたパネル展
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年
末
の
お
忙
し
い
中
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
と
な
っ
た
今
年
、
県

政
に
お
い
て
は
、「
ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
」
の

成
功
を
は
じ
め
実
り
の
多
い
年
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
今
回
の
特
集

で
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、

全
国
的
に
誇
れ
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
幾
つ
か
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
福
祉
分
野
で
は
、
脳
卒
中
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
「
個
別
健
康

教
育
」
が
九
十
二
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
、
多

く
の
県
民
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
全
国
一
の
取
組
率
で
す
。
ま
た
、

「
市
町
村
障
害
者
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
一
年
間

で
一
気
に
五
十
七
市
町
村
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
分
野
で
は
、
自
然
に
や
さ
し
い
農
業
を

実
践
す
る
農
家
「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」
が
、
千

七
百
戸
を
こ
え
る
全
国
一
の
認
定
数
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に
、
積
極

的
に
参
加
い
た
だ
い
た
成
果
で
あ
り
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
経
済
情
勢
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

来
年
が
明
る
く
希
望
に
み
ち
た
年
と
な
る
よ
う

に
、
皆
様
と
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
大
切

に
し
た
県
政
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

十
月
十
月

■
大
手
企
業
が
相
次
い
で
進
出

半
導
体
関
連
で
は
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九

州
（
株
）
と
（
株
）
荏
原
九
州
工
場
が
進
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
サ
ン
ト
リ
ー
熊
本
工
場

（
仮
称
）
の
建
設
も
決
定
し
ま
し
た
。

■
市
町
村
合
併
へ
の
取
り
組
み
が
進
展

新
町
名
を
「
あ
さ
ぎ
り
町

ち
ょ
う

」
と
し
て
平
成
十
五
年

四
月
の
合
併
を
目
指
す
中
球
磨
地
域
を
は
じ
め
、
県

内
各
地
で
合
併
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

ま
す
。

■
ノ
リ
不
作
等
緊
急
対
策
事
業
の
実
施

有
明
海
で
は
、
昨

年
度
の
ノ
リ
養
殖
が

不
作
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
漁
場
改
善
の

た
め
、
干
潟
を
耕
や

し
た
り
、
ア
サ
リ
の

ま
き
つ
け
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

■
第
四
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
人
材
養
成
大
臣
熊
本
会
合
　

の
開
催

こ
の
会
合

が
初
め
て
地

方
都
市
で
開

催
さ
れ
、
熊

本
を
世
界
に

広
く
ア
ピ
ー

ル
し
、
熊
本

の
国
際
交

流
、
人
材
養

成
の
発
展
の

契
機
と
な
り

ま
し
た
。

■
熊
本
県
緊
急
雇
用
対
策
会
議
の
設
置

長
期
不
況
な
ど
に
よ
り
、
一
層
厳
し
さ
を
増
す
雇
用

情
勢
の
中
、
総
合
的
な
雇
用
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

八
月
八
月

■
平
成
十
三
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

「
ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体
」の
開
催

「
こ
の
と
き

君
が

輝
き

風
に
な
る
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

全
国
の
約
三
万
三
千

人
の
選
手
ら
が
二
十

八
競
技
に
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
会
を
支
え
た

約
七
万
人
の
高
校
生

の
汗
と
笑
顔
が
輝
く

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

九
月
九
月

菊
水
町
の

江
田
船
山
古

墳
か
ら
出
土

し
た
「
銀ぎ

ん

象ぞ
う

嵌が
ん

銘め
い

大た

刀ち

」

を
は
じ
め
と

す
る
国
宝
の

品
々
が
百
二

十
八
年
ぶ
り

に
里
帰
り
し

ま
し
た
。

■
防
災
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ひ
ば
り
」運
航
開
始

高
速
性
や
機
動
性
を
生

か
し
て
、
救
急
・
救
助
活
動
、

林
野
火
災
消
火
活
動
、
災

害
時
の
応
急
対
策
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
二
月

十
二
月

■
熊
本
県
有
明
海
・
八
代
海
再
生
に
向
け
た

総
合
計
画（
仮
称
）の
策
定
に
向
け
て

有
明
海
・
八
代
海
の
再
生
に
向
け
、
当
面
取
り
組

む
べ
き
環
境
保
全
や
水
産
資
源
回
復
の
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
た
総
合
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

■
熊
本
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に
向
け
て

県
、
県
民
、
事
業
者
及
び
市
町
村
が
協
働
し
な
が

ら
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
条
例
の
制
定

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 ■

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

「
日
奈
久
Ｉ
Ｃ
」の
開
通

八
代
Ｉ
Ｃ
か
ら
日
奈
久
温

泉
街
ま
で
、
国
道
３
号
に
比

べ
十
六
分
の
時
間
短
縮
に
な

り
、
水
俣
・
芦
北
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま

し
た
。

■「
第
六
回
地
球
環
境
汚
染
物
質
と
し
て
の
水
銀

に
関
す
る
国
際
会
議
」の
開
催

水
俣
市
で
、
世

界
三
十
九
カ
国
の

水
銀
問
題
の
研
究

者
四
一
二
人
が
、

最
新
の
研
究
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
俣
病
の

教
訓
や
、
再
生
に

取
り
組
む
水
俣
の

姿
を
世
界
に
発
信

で
き
ま
し
た
。

■
熊
本
県
牛
海
綿
状
脳
症

う
し
か
い
め
ん
じ
ょ
う
の
う
し
ょ
う

対
策
会
議
の
設
置

牛
海
綿
状
脳
症
（
い
わ
ゆ
る
狂
牛
病
）
に
対
し
て
、

徹
底
し
た
検
査
に
よ
る
食
肉
の
安
全
性
の
確
保
や
正

確
な
情
報
の
発
信
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
の

対
策
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

総合開会式での県選手団の入場

銀象嵌銘大刀に見入る知事

荒尾地区の干潟を視察する知事

■
江
田
船
山
国
宝
展
の
開
催
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■熊本県中小企業支援センター　上益城郡益城町（熊本空港近く テクノリサーチパーク内）
1 096-289-2438 情報提供ホームページ http://kumapf.kmt-ti.or.jp
FAX096-289-2457 相談受付電子メール soudan@kmt-ti.or.jp

■地域中小企業支援センター
熊本県北地域（荒尾商工会議所内）10968-62-1211
熊本中央地域（熊本商工会議所内）1096-354-6688
熊本県南地域（八代商工会議所内）10965-32-6191
天 草 地 域（本渡商工会議所内）10969-23-2001

菊池阿蘇地域（熊本県商工会連合会阿蘇支所内）10967-22-2022
宇城上益城地域（宇土市商工会内） 10964-22-5555
人吉球磨地域（人吉商工会議所内） 10966-22-3101

お 問 い
合わせ先

中小企業・ベンチャーの�中小企業・ベンチャーの�
�「ガンバル」と「やる気」を応援します！�「ガンバル」と「やる気」を応援します！�

特集2

　景気の低迷が長引く中、新たに事業を始めようとする方や新たな分野に進出しよ
うとする企業などを、県では、積極的に支援しています。�
　そのために、産業支援の中心機関である（財）くまもとテクノ産業財団内に県中小
企業支援センターを、県内7カ所の商工会議所などに地域中小企業支援センターを
設置し、適切な助言・支援を行っています。�

Q2

A2

Q1

A1

どんな相談を受けてくれるの？�
�
どんな相談でもかまいません。相談
内容に応じた適切な助言と支援方法
を提案します。�

Q3

A3

どのような支援が受けられるの？�
�
中小企業支援センターが中心となり、
左の支援イメージのように、�
◎技術開発�
◎経営コンサルタントなどの専門家派遣�
◎各種研修、セミナー�
◎資金調達�
などの支援が、継続的・集中的に受け
られます。�
また、より高度な知識・技術が必要な
ときは、ほかの専門的な機関も紹介
します。�

中小企業支援センター�

Q&A
中小企業支援センター�

Q&A

会社やお店を始めたい�

資金を調達したい�
ITを活用したい�

取引先を増やしたい�

新しい分野に�
挑戦したい�

まず、中小企業支援センターへ行ってみよう！�

新しい分野に挑戦したい�
●技術開発の支援�
●産学共同研究の支援�
●投資家と出会いの場の提供�
●資金調達�

会社やお店を始めたい�
●起業化セミナーの開催�
●事業計画書作成の指導�
●事業可能性の評価�
●資金調達�

取引先を増やしたい�
●経営コンサルタントの派遣�
●商品展示会、商談会の開催�
●発注企業との取引あっせん�

ITを活用したい�
●技術研修�
●コンピュータのリース�
●資金調達�

支援イメージ�

誰が相談に乗ってくれるの？�
�
民間企業出身の専門スタッフなどが、
皆さんのご相談をお受けします。�

専門スタッフとの相談風景�

創業予定者・中小企業など�

57

熊本IC

第2空港線�

熊本空港線�

国体道路東西
線�

熊本空港�

至
南
阿
蘇�

至
熊
本
市
街�

九
州
自
動
車
道�

益城�
熊本空港IC

（財）くまもとテクノ産業財団内�

県中小企業支援センターの地図�
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山
鹿
市
の
八
千
代
座
に
続
く
通
り
。
こ
の
通
り
は
、
そ

の
昔
、
豊ぶ

前ぜ
ん

街
道
か
い
ど
う

と
呼
ば
れ
て
い
た
参
勤
交
代
の
道
で
、

古
く
か
ら
栄
え
、
今
で
も
多
く
の
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

た
だ
以
前
と
少
し
違
う
の
は
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
降
り
、

営
業
を
し
て

い
な
い
店
が

点
在
す
る
こ

と
で
す
。

今
、
全
国

的
に
地
域
の

中
心
市
街
地

が
衰
退
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

今
回
、
私

は
、
山
鹿
市

を
訪
ね
、
中

心
市
街
地
活

性
化
対
策
へ

の
取
り
組
み

を
取
材
し
ま

し
た
。「
中
心
市
街
地
に
七
十
七
あ
っ
た
空
き
店
舗
の
う
ち
、

家
賃
補
助
を
受
け
、
十
三
店
舗
が
開
業
し
ま
し
た
。
以
前

に
比
べ
た
ら
、
だ
い
ぶ
街
並
み
も
変
わ
っ
た
ん
で
す
よ
。」

と
山
鹿
市
中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
室
の
担
当
者
の
方
は

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
以
前
は
O

L
で
、
経
営
は

全
く
の
素
人
だ

っ
た
ん
で
す
。
」

と
い
う
野
口
さ

ん
は
、
出
店
者

の
お
一
人
で
、

昨
年
、
熊
本
県
と
山
鹿

市
が
共
同
で
実
施
し
た

「
山
鹿
商
人
塾
」
に
参

加
さ
れ
、
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
店
の
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
の
仕
方
な
ど
を
学

ん
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ
の
日
は
、

地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
「
旅
先
案
内
人
」
と

し
て
老
舗
し
に
せ

の
酒
蔵
や
麹
こ
う
じ

屋
、
寺
院
な
ど
を
案
内
す
る
「
米
米
こ
め
こ
め

惣
門
そ
う
も
ん

ツ
ア
ー
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
、
自
分
た
ち
の
商
店

街
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
や
ろ
う
と

い
う
地
元
有
志
の
方
々
の
発
案
で
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

中
心
市
街
地
は
そ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
積
み
重
な

っ
た
「
地
域
の
顔
」
だ
と
思
い
ま
す
。
今
や
大
型
店
舗
に

行
け
ば
何
で
も
買
え
る
時
代
で
す
が
、
私
た
ち
消
費
者
の

立
場
か
ら
も
、
買
い
物
の
場
所
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
気

軽
な
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、
大
切
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

個
々
の
魅
力
を
発
信
！

山
鹿
市
豊
前
街
道
筋

〜
空
き
店
舗
を
利
用
し
た

魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
〜おし花工房「花好房真央（はなこうぼうまお）」を

経営する野口真央さん

くまもと女性特派員

上田　恵子さん
（熊本市）

新たな店が開業し元気を取り戻しつつある街並み

県からのたより

県庁�

　
過
疎
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。�

���

　
現
在
県
内
に
は
、法
律
に
基
づ
き
、過
疎
地
域
と
し
て
四

十
九
市
町
村
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、過
疎
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、例
え
ば
道
路
の
建
設

や
上
下
水
道
な
ど
の
整
備
を
行
っ
た
り
、働
く
場
と
な
る
農

林
水
産
業
や
商
工
業
が
元
気
に
な
る
た
め
の
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
々
が
快

適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、福
祉
や
医
療
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。�

　
最
近
で
は
、都
会
に
は
な
い
田
舎
の
財
産（
伝

統
文
化
や
豊
か
な
自
然
な
ど
）を
生
か
し
た
交
流

事
業
や
保
存（
保
全
）事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
対
策
は
市
町
村
や
県
が
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、対
策
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で

き
る
よ
う
、国
に
よ
る
財
政
的
な
支
援
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。�

　
「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
を
保
存
し
や
す
い
よ
う
に

A
4
判
に
し
て
、と
じ
穴
を
あ
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？�

���

　「
県
か
ら
の
た
よ

り
」へ
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。�

　
本
誌
は
県
民
の

皆
さ
ん
に
県
の
重

要
な
政
策
や
事
業

な
ど
を
お
伝
え
す

る
広
報
誌
で
す
の
で
、

ご
意
見
の
よ
う
に

保
存
し
や
す
い
よ

う
A
4
判
に
し
て

と
じ
穴
を
あ
け
る
こ
と
は
、県
で
も
検
討
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
情
報
量
を
減
ら

さ
ず
、誰
も
が
読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ

を
確
保
す
る
と
、A
4
判
に
し
て
と
じ
穴
を

あ
け
た
場
合
、今
よ
り
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
さ

な
く
て
は
な
ら
ず
、と
じ
穴
を
あ
け
る
作
業

も
加
わ
る
た
め
、経
費
が
約
三
割
増
え
、制

作
期
間
も
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、限
ら
れ
た
予
算

と
時
間
の
中
で
県
政
情
報
を
よ
り
効
率
的
・

効
果
的
に
お
伝
え
す
る
た
め
に
は
、今
ま
で

ど
お
り
の
か
た
ち
が
最
善
の
方
法
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。�

皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。�

熊本県地域政策課 特定地域振興班
1096-383-1111（内線3531）FAX096-381-9001
電子メール chiikiseisaku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県広報課 企画・広報班
1096-383-1111（内線3137）
FAX096-386-2040
電子メール kouhou@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

至熊本�

至福岡�

菊池川�

八千代座�
　　●�

花好房真央�
●�
●あし湯�

●光専寺�

　●�
プラザ5

●灯籠の家�
（市活性化対策室）�

●千代の園酒造�

惣門�

山鹿灯籠民芸館●�

木屋本店●�

右折禁止�

3

325

      豊�
    前�
  街�
道�

山
鹿
大
橋�
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松島町�

至本渡市�

至
三
角
町�

松島橋�
（工事箇所）� 前島橋� 中の橋�大矢野橋�

５
号
橋�

４
号
橋�

３
号
橋�

２
号
橋�

266

●前売券第1期／～平成14年3月31日（日）まで

4年に一度の全国的なお
菓子の祭典です。現在、海
外旅行など豪華賞品が当た
る抽選会への参加や県内主
要観光施設への入場割引を
受けることができるお得な
前売券を発売中です。

●開催期間／平成14年
11月1日（金）～18日（月）
●会場／グランメッセ熊本
（益城町）、熊本城（熊本市）

く ま も と 菓 子 博 2 0 0 2
前 売 券 好 評 発 売 中 ！

天草5号橋（松島橋）は、年末・年始
交 通 規 制 が 解 除 さ れ ま す

ストップ！児童虐待・DV

現在、補強工事による片側交互通行のため、ご迷惑
をおかけしています。
年末・年始の期間は、通常どおり通行できます。
ただし、車幅3m以上（積荷含む）の大型特殊車両は

これまでどおり通行できません。
●解除期間／12月10日（月）～平成14年1月6日（日）
●解除場所／国道266号松島橋（5号橋）

熊本市手取本町の再開発ビル内に整備中の県施設の
名称と愛称が決定しました。男女共同参画社会づくり、
生涯学習の推進、ボランティア活動などの拠点施設と
して、さらに就業支援や観光物産交流の場として、来
春オープンに向け準備を進めています。
※「パレア」とは、「つきあい・交際・仲間」を意味する
ギリシャ語です。

県からのお知らせ�県からのお知らせ�

児童虐待・DVの早期発見と早期対応による再発防
止に向けて、熊本市および各地域振興局ごとに地域の
福祉、医療、警察、教育など関係機関が協力してネッ
トワークをつくっています。児童虐待・DVに関する
ご相談やご連絡は、お近くの福祉事務所または県福祉
総合相談所・八代児童相談所などへお願いします。
※DV（ドメスティック・バイオレンス）とは
配偶者やパートナーからの暴力のことです。

熊本県福祉総合相談所
1096-381-4411
FAX096-381-4412
電子メール fukushisoudan@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県県民生活総室 プラザ設立準備班
1096-383-1111（内線7425）
FAX096-382-7403
電子メール kenminsoushitsu@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

製 造 事 業 所 の 皆 さ ん へ
統計調査にご協力ください

くまもと21ファンドでは、次の活動（営利を目的
としないもの）に取り組む県内の意欲ある民間団体な
どの活動費について助成しています。
①文化振興／民間文化活動、文化財の保存活動など
②国際交流／草の根国際交流活動、外国人留学生へ

の支援活動など
③地域間交流／地域づくり活動、人材育成活動など
●申込み受付期間／12月3日（月）～平成14年1月31日（木）
●対象となる事業の実施期間／平成14年4月～平成15年3月

12月から来年1月にかけて調査員がお伺いします。
個々の調査票の内容については秘密が守られます。
調査票の記入にご協力をお願いします。
●調査名／工業統計調査、石油等消費構造統計調査
●調査基準日／12月31日

熊本県統計調査課 教育商工班
1096-383-1111（内線3610）
FAX096-384-7544
電子メール toukeichousa@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

合 併 処 理 浄 化 槽 の 設 置 を
支 援 し て い ま す

きれいな川と海づくりを進めるため、合併処理浄化
槽を設置する方に、融資のあっせんを行っています。
●貸付利率／年2.17％
●貸付限度額／1世帯200万円まで
●融資期間／5年以内
詳しくは、下記またはお近くの県保健所にお尋ねく

ださい。

熊本県環境保全課 庶務調整班
1096-383-1111（内線7336）
FAX096-387-7612
電子メール kankyouhozen@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

公益信託くまもと21ファンド事務局
（住友信託銀行熊本支店内）1096-322-3121

お問い合わせ及びお申し込み先

子 育 て ・ し つ け に 関 す る
電話相談をお受けします！

熊本県教育庁社会教育課 社会教育振興係
1096-383-1111（内線6693）
FAX096-387-0089
電子メール shakaikyouiku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県天草地域振興局維持管理課 防災係
10969-22-4111（内線335）
FAX0969-23-0305
電子メール amadoiji@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

くまもと菓子博2002実行委員会事務局
1096-213-8900
FAX096-213-8880

お 問 い
合わせ先

不法投棄などを発見したら
廃 棄 物 1 1 0 番 へ ！

熊本県廃棄物対策課 産業廃棄物指導係
1096-383-1111（内線7368）
FAX096-383-7680
電子メール haikitaisaku@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本の良好な環境を守るため、県民みんなで不法投
棄などを監視していきましょう。
廃棄物の不法投棄などに早期に対応するため、情報

受付窓口として「廃棄物110番」を設置しています。
廃棄物の不法投棄や廃棄物処理施設から発生する

煙、悪臭、水質悪化などの情報をお寄せください。

福祉�

警察�

医療�

教育�

夢 応 援 団
公益信託くまもと21ファンド
～ あ な た の 夢 、 咲 か せ ま す ～

●すこやかダイヤル
◎平日：午前9時から午後5時まで

10968-44-7445（教育センター）
●すこやか子育て電話相談
◎平日：午後5時から午後10時まで
◎土日祝日：午後1時から午後6時まで

1・FAX096-354-6055
（平成14年2月28日まで）

◎利用時間以外は、留守番電話かFAXでお受けします。

●家庭教育テレビ番組
「すこやか家庭教育」RKK熊本放送にて放送中
◎放送日時：12月16日・23日

平成14年1月13日・20日・27日
（午前10時45分から午前11時まで）

ホームページ http : //www.kash ihaku .net

おてもちゃん

　096�
（385）�

5300
ご  み ゼロゼロ�

名 称 と 愛 称 が 決 定
「くまもと県民交流館 パレア」

大　人�

前売券第1期�

当日券�

￥1,400 ￥1,000 ￥500

￥1,800 ￥1,400 ￥900

高校生� 小中学生�
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県
広
報
の
ご
案
内�

県
広
聴
制
度
の
ご
案
内�

「
県
か
ら
の
た
よ
り
」
●
偶
数
月
発
行

「
コ
ラ
た
め
ん
な
る
」
●
奇
数
月
発
行

「
点
字
版
・
録
音
版
広
報
誌
」

●
「
県
か
ら
の
た
よ
り
」「
コ
ラ
た
め
ん
な
る
」の

点
字
版
、
録
音
版
。
詳
し
く
は
、
次
ま
で
。

熊
本
県
点
字
図
書
館（
1
０
９
６-

３
８
３-

６
３
３
３
）

知
事
へ
の
直
行
便（
お
手
紙
）

県
政
へ
の
ご
提
案
、
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
な
ど
に
封
筒
と
便
せ
ん
を
置
い
て
い
ま
す
。

知
事
へ
の
提
言
広
場（
電
子
メ
ー
ル
）

県
政
へ
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
よ
う
こ
そ
知
事
室
」か
ら
送
信
で
き
ま
す
。

県
民
相
談

県
政
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
、
九
時
〜
十
二
時
、
十
三
時
〜
十
六
時

1
０
９
６-

３
８
２-

３
５
０
４

R
K
K
「
ふ
れ
あ
い
く
ま
も
と
」

●
毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

十
時
二
十
五
分
〜
三
十
分

F
M
K
「
県
庁
ダ
イ
ア
リ
ー
」

●
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

八
時
四
十
分
〜
四
十
五
分

R
K
K
「
輝
く
”ひ
と
“と
」

●
一
月
二
十
七
日
（
日
）
十
一
時
〜
十
一
時
三
十
分

テ
ー
マ「
県
産
木
材
の
需
要
拡
大
」

T
K
U
「
み
ん
な
で
探
県
隊
」

●
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
十
四
時
三
十
分
〜
十
五
時

テ
ー
マ「
県
政
こ
の
一
年
」

K
K
T
「
郷
（
く
に
）
づ
く
り
の
息
吹
」

●
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
十
五
時
〜
十
五
時
三
十
分

テ
ー
マ「
荒
尾
・
玉
名
、人
吉
・
球
磨
の
地
域
振
興
」

●
一
月
十
九
日
（
土
）
十
五
時
三
十
分
〜
十
六
時

テ
ー
マ「
宇
城
・
八
代
の
地
域
振
興
」

K
A
B
「
耳
寄
り
情
報
局
」

●
十
二
月
二
十
九
日
（
土
）

十
二
時
三
十
分
〜
四
十
五
分

テ
ー
マ「
子
育
て
」

●
一
月
二
十
六
日
（
土
）

十
二
時
三
十
分
〜
四
十
五
分

テ
ー
マ「
リ
サ
イ
ク
ル
」

【
配
置
場
所
】

県
庁
、県
地
域
振

興
局
、市
町
村
役

場
、
主
な
郵
便

局
、
金
融
機
関
、

一
部
の
書
店
、一

部
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア

第
十
二
号
発
行
中
「
食
品
の
表
示
の
見
方
」

広報誌テレビラジオ
「
気
に
な
る
！
く
ま
も
と
」

●
毎
週
金
曜
日
　
配
信

熊
本
の
魅
力
や
最
新
情
報
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

メールマガジン

県庁ホームページ
http://www.pref.kumamoto.jp
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熊
本
市
内
を
走
っ
て
い
る
電
車
の
停
留
所

て
い
り
ゅ
う
じ
ょ

に
、
味み

噌そ

天
神

て
ん
じ
ん

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
停
留
所
の
横
の
お
宮
は
、

今
か
ら
千
二
百
七
十
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど

う
し
て
味
噌
天

神
と
呼
ば
れ
て

い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

あ
る
年
、
悪

い
病
気

び
ょ
う
き

が
は
や

っ
て
、
あ
ち
こ

ち
で
た
く
さ
ん

の
人
が
亡
く
な

り
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
熊
本
を

治お
さ

め
て
い
た

道
君
首
名

み
ち
の
き
み
の
お
び
と
な

は

大
変

た
い
へ
ん

心
配
し
て
、
さ
っ
そ
く
お
宮
を
建た

て
、
薬
草

や
く
そ
う

の
神
様
で

あ
る
御み

祖そ

天
神

て
ん
じ
ん

を
お
ま
つ
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
悪
い
病
気

は
ぱ
っ
た
り
止
ま
り
、
亡
く
な
る
人
も
い
な
く
な
り
ま
し
た
。

人
々
は
大
変
喜

よ
ろ
こ

ん
で
、
こ
の
お
宮
を
御み

祖そ

天
神
宮

て
ん
じ
ん
ぐ
う

と
呼よ

ん
で

大
切

た
い
せ
つ

に
し
ま
し
た
。

月つ
き

日ひ

が
た
ち
、
都

み
や
こ

の
聖
武
天
皇

し
ょ
う
む
て
ん
の
う

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

を
建
て
る
よ
う
に
お

命め
い

じ
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

肥ひ

後ご

の
国
で
も
、
今
の
熊

本
市
の
国こ

く

府ぶ

に
国
分
寺
を

建
て
る
こ
と
に
な
り
、
大

き
な
お
寺
の
建
設
の
た
め

に
、
大
勢

お
お
ぜ
い

の
人
が
仕し

事ご
と

を

し
ま
し
た
。

国
府
に
は
そ
う
い
う

人
々
の
宿や

ど

、
炊
事

す
い
じ

場
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、

米こ
め

蔵ぐ
ら

や
味
噌
蔵

も
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
工
事
が

始
ま
っ
て
み
ん

な
が
は
り
き
っ

て
い
る
こ
ろ
、

大
変
な
こ
と
が

お
こ
り
ま
し

た
。
味
噌
蔵
の

味
噌
が
く
さ
り

か
け
て
き
た
の

で
す
。
こ
の
こ

ろ
の
人
に
と
っ
て
味
噌
は
と
て
も
大
事
な
食
べ
物
で
し
た
。

味
噌
が
な
け
れ
ば
食
事
が
作
れ
ま
せ
ん
。
食
事
係
の
人
は
驚

お
ど
ろ

い
て
手
を
つ
く
し
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
い
く

ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
使つ

か

い
の
者
が
た
て
ら
れ
、
御
祖
天
神
宮
に
お
願ね

が

い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
心
に
お
祈い

の

り
し
て
い
る
と

「
こ
の
社

や
し
ろ

か
ら
サ
サ
を
持
っ
て
帰
り
、
味
噌
お
け
に
サ
サ
を
立

て
る
と
よ
い
ぞ
」
と
い
う
お
告
げ
の
夢
を
見
ま
し
た
。

使
い
の
者
は
す
ぐ
サ
サ
を
持
ち
帰
り
、
味
噌
お
け
に
つ
き

さ
し
ま
し
た
。
す
る
と
不ふ

思し

議ぎ

な
こ
と
に
、
も
と
ど
お
り
の

味
噌
に
な
り
ま
し
た
。

人
々
は
御
祖
天
神
の
お
力
に
び
っ
く
り
し
て
、
こ
の
の
ち

味
噌
天
神
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

お
宮
に
は
今
も
日
本
各
地
か
ら
味
噌
作
り
を
し
て
い
る
人
々

な
ど
が
お
参ま

い

り
に
き
て
、
持
っ
て
き
た
サ
サ
を
境
内

け
い
だ
い

に
植
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

熊
本
の�

そ
の
六�

味み

噌そ

天
神

て
ん
じ
ん

ー
熊
本
市
ー

至植木�

至健軍�

白川�

3
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熊本城�

味噌天神�

　　●�
熊本市役所�

　　　●�
水前寺公園�

　●�
交通センター�

熊本県立劇場�
●�

すいぜんじ�

JR
豊
肥
線
�

し
ん
す
い
ぜ
ん
じ�

み
な
み
く
ま
も
と�

味
噌
天
神
前�

味噌天神

境内に植えてあるササ

イ ベ ン ト 紹 介 参 加 者 募 集

●場所／立田山憩の森管理センター周辺（熊本市）
●日時／12月8日（土）9：30～ ドングリ工作（予定）

2月9日（土）9：30～ 冬のバードウオッチング
3月9日（土）9：30～　炭焼き体験

立田山で
森林の働き
などについ
て学びなが
ら、自然観
察や自然体
験をしてみ
ませんか。

立田山自然観察会 参加者募集

●募集人員／15人程度
●募集期間／平成14年1月24日（木）～2月8日（金）
●応募資格／18歳以上25歳未満の独身男女で、

高校卒業程度の学力を有する人
詳しくは、下記へお問い合わせください。

土木建設技
術者として必
要な専門的基
礎知識や実践
力を習得でき
ます。

産業開発青年隊 隊員募集

熊本県森林整備課 みどり推進室
1096-383-1111（内線5619）
FAX096-383-7704
電子メール shinrinseibi@pref.kumamoto.jp

お 問 い
合わせ先

熊本県産業開発青年隊訓練所
10964-28-6611
FAX0964-28-7625

お 問 い
合わせ先

●開催期間／平成14年3月まで
●受講対象／県内にお住まいの20歳以上の方
●受講料／無料

パソコンに触れるのは初めて
という方でも、パソコンの基本
操作からインターネットの初歩
まで学べます。
また、以前に本講習会を受講

された方でも、受講できます。

熊本県「IT講習会総合相談窓口」（県情報企画課内）
1096-385-3355 FAX096-381-8211
電子メール it@pref.kumamoto.jp

IT講 習 会 受 講 生 募 集 中！

お 問 い
合わせ先

熊本県・熊本市主催分

1096-345-6010（共同受付センター）
そのほかの市町村が主催するものは
各市町村の「IT講習窓口」へ

お 申 し
込 み 先

サンヨンゴー

熊本城�
●�

熊本大学●�

至植木�

至八代�至八代�

  JR�
竜田口駅�

JR�
熊本駅�

IC

至阿蘇�

国体道路�東西線�
産業
道路
�

至
熊
本�

白
川�

東
バ
イ
パ
ス�

JR
豊
肥
線
�

立田山�
憩の森�

3
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出
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「
熊
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伝
説
」
熊
本
県
小
学
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教
育
研
究
会
国
語
部
会
編
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③ 001-4熊本県広報課「県からのたより」係�
〒862-8570　熊本市水前寺6丁目18番1号�
�

「県からのたより」への�
ご意見をお待ちしています。� 電子メール�

芦 北 地 域 阿 蘇 地 域

10軒の旅館が軒を連ねる湯の
児温泉（別名「亀の湯温泉」）は、紺
ぺきの海と青空が目の前に広が
り、遠くに天草の島々を望むこと
ができる絶景の場所にあります。
旅館には、見晴らしのいい展望露
天風呂や珍しい大洞くつ温泉な
ど、それぞれが特長のある温泉を

備えています。また、不知火海でとれた新鮮な魚介類を使った料理は最高です。
現在、この湯の児温泉では、「鶴亀百年物語キャンペーン」を実施しています。
湯の児温泉に泊まって、翌朝早く、貸し切りバ
スで、日本一の鶴の渡来地として知られる出水
平野へ「朝日に向かって飛び立つ鶴」を見に行
きます。そして、日本一の大鈴で有名な鶴神社
こと出水市箱崎八幡宮と水俣市の浜八幡宮神社
へ参拝し、最後に観光農園でパエリアのブラン
チをいただくというコースです。
皆さん、奮ってご参加ください。

阿蘇の広大な森林は、自然公園とし
ての素晴らしい景観だけでなく、水源
かん養や土砂災害防止に大きな役割を
果たしています。
しかし、森林を守っていくためには

計画的に間伐するなど管理が必要です。
そこで、阿蘇地域では、農林業や公

共工事の資材にも環境にやさしく景観
的にも優れた木材の積極的な活用を進
めており、イチゴ観光農園の高設栽培
の棚や、景観の優れた地域にある砂
防・治山ダムの表面などに地元の木材
を使用しています。
今後も、ビニールハウスの骨組みや

しいたけ生産施設などにも木材を使用するなど、地元の森林資源を活用した
地域づくりを進めていきます。

木を活かした地域環境づくり

12月31日（月）22：00～予定

カウントダウン2002inアスペクタ
ステージショーや花火を楽しみながら新年を迎える
年越イベント。 有料：大人300円、小人150円。

■装飾古墳館（鹿本郡鹿央町）
■アスペクタ（阿蘇郡久木野村）109676-7-1161

10968-36-2151

平成14年2月9日（土）～10日（日）

ナイトウォーク・イン天草
美しい夕日と満天の星をおともに、5つの橋を巡り
ます。（クルージングも有）
対象：小学4年生～高校生、およびその家族。人数：50人程度。
申込：1月20日（日）～2月2日（土）（先着順）。
有料：3,000円程度。

12月19日（水）

チェコ・フィル合奏団 クリスマスコンサート
チェコ・フィルの弦楽奏者が結集して創設されたア
ンサンブル。コレッリの「クリスマス協奏曲」など、
メンバーが奏でる美しい調べをお楽しみください。
有料：S席指定3,000円、A席指定2,000円

自由席1,000円

■このほかにも、いろいろな催しを行っています。
詳しくは各施設までお尋ねください。

平成14年1月13日（日）～14日（月・祝）

新春たこあげ大会
大たこあげ挑戦やたこづくり教室などを開催しま
す。広い芝生広場で思いっきり楽しんでください。
入園料：大人100円、高校生以下無料。

■農業公園（カントリーパーク）
（菊池郡合志町）

平成14年2月9日（土）

第5回「豊野“ウキウキ”自然村」
地図を持って自然の家周辺を散策した後、創作活動
で記念品を作ろう。
対象：小学3年生～中学生。人数：100人。
申込：1月22日（火）～2月2日（土）（先着順）。
有料：1,000円。

1096-248-7311

動く彫刻の創始者の
ユーモア感覚あふれ
るざん新な作品を展
示します。

休：月曜（祝日の場合は翌日）、12月29日～1月1日

休：月曜（祝日の場合は翌日）、12月28日～1月4日

有料：一般1,000円（800円）、高校・大学生800円（600円）
小・中学生600円（400円）（ ）内は団体料金。

■豊野少年自然の家（下益城郡豊野町）
10964-45-3855

■あしきた青少年の家（芦北郡芦北町）
10966-82-3092

■県立美術館分館（熊本市）1096-351-8411
http://www.pref.kumamoto.jp/institution/museum

http://www.kengeki.or.jp

http://www.pref.kumamoto.jp/institution/countrypark

平成14年1月25日（金）～27日（日）

九州モーターショーinくまもと
21世紀、九州で初めて開かれる本格的なモーター
ショー。最新技術の車など多数展示。
有料：高校生以上1,000円、小・中学生500円

■グランメッセ熊本（上益城郡益城町）
1096-286-8000http://www.grandmesse.or.jp/

http://cyber.pref.kumamoto.jp/kougei

http://www.pref.kumamoto.jp/construction/section/kofunkan

■県立劇場（熊本市） 1096-363-2233

■菊池少年自然の家（菊池市）10968-27-0066

平成14年2月23日（土）～24日（日）厳冬にいどむ
早朝登山でご来光を仰ぎ、大自然のすばらしさと感
動を味わってみませんか。
対象：小学3年生～中学生。人数：100人。
申込：1月23日（水）～2月16日（土）（先着順）。
有料：3,000円程度。

平成14年1月26日（土）13：00～ 27日（日）14：00

冬大好き！仲良し家族
冬の海辺で、野外料理（海鮮鍋）やハイキングなどを
通じて、家族のきずなを深めましょう。
対象：家族20組程度。申込：1月12日（土）～21日（月）。
有料：3,000円程度。（先着順）。
※平成14年度の一般利用の受付開始
平成14年1月10日（木）午前9時～

■天草青年の家（天草郡松島町）10969-56-1650

■伝統工芸館（熊本市） 1096-324-4930

12月18日（火）～24日（月・祝）

日本陶芸展に輝く6人展
国内最大の陶芸の公募展である「日本陶芸展」で入賞、
入選した作品の展示会。無料。

平成14年2月9日（土）こどもエコフェスタ02
子どもたちが環境保全
に取り組んでいる活動
内容を紹介します。

会場：グランメッセ熊本
無料。

■環境センター（水俣市） 10966-62-2000

鶴亀百年物語キャンペーン

●お問い合わせ先／水俣市観光案内所
10966-63-2079  FAX0966-63-2582

●お問い合わせ先／熊本県阿蘇地域振興局林務課
10967-22-1111（内線361）FAX0967-22-0613
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～亀の湯温泉に泊まって、鶴を見に行こう！～ ～木材資源の積極的な活用～

■期間／12月8日～平成14年3月9日
までの毎週土曜日

■募集人員／毎回90名
■参加料／大人11,000円、子供7,000円
1泊夕食、車内でのパン・飲み物および
観光農園でのブランチを含む。税別

県施設の催しご案内�
http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/kikuchi/index.htm

http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/amakusa/index.htm

http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/toyono/index.htm

http://www.edu-c.pref.kumamoto.jp/ws/asikitay

http://www.kumamoto-eco.jp

12月22日（土）～平成14年2月11日（月・祝）

アレクサンダー・カルダー展
～モビールの誕生～

木製のイチゴ栽培棚 表面に木材を使った治山ダム（ （

開催中～平成14年1月10日（木）

新発見考古速報展
～発掘された日本列島2001～

九州では装飾古墳館のみ開催。
有料：一般410円、大学生250円、高校生以下無料。
休：月曜（祝日の場合は翌日）、12月29日～1月3日


